


背景

肩甲骨周囲筋のバランスとしてUT/SA、
UT/MT、UT/LT比が使用されている。それぞれの
比を低くするトレーニング方法が報告されてい
るが、肩関節疾患患者には負荷が強いもの多い。
そこで、等尺性運動の評価を、上肢の肢位を
変えて調査することで、UTの活動を抑制し、SA、
MT、LTを活動させる肢位を検討した。
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結果



結果



結果のまとめ

SA：150度前方挙上位以外で、水平内転運動
MT：90度屈曲位で水平外転運動
LT：特定の肢位と運動は見いだせなかった

上記の肢位、運動がUTの活動を抑制し、それぞ
れの筋を強く収縮させることができると考えら
れる。


